
事業者同士の交流と連帯、地域社

会の活性化、会員さんのお店や商売

の宣伝を目指し、マルシェｄｅみん

しょうを開催します。

どんなものを作っているのか、ど

んなサービスを提供しているのか、

自営業者の仕事はなかなか世の人の

目に見えません。業者間取引が主体

だと特にそうなります。地域の業者

が地域に住む人たちと交流する新し

い機会となれるよう、このイベント

に力を貸してください。

私達は一人でも多くの業者の出店

を求めています。「うちの仕事は一般のお客さんに

提供するものではない」という人も、その仕事の内

容・成果物を知らない人に見せる場所として、マル

シェへの参加をお願いします。

規模や客層的にその場での営業にはつながらなく

ても、普段多くの人が知らない業者の仕事を地域に

紹介できるような、民商らしさを前面に出した催事

にしたいと考えています。地域にとっても民商にとっ

ても有益な、多くの人が参加する楽

しいイベントを目指して活動中です。

興味がわいた、催しに出したいものがある、こう

いうものを作っているけどお客さんの反応を見たい、

という人は気軽に尾北民商事務所にご連絡ください。

ネクストＢＭ（次世代の尾北民商をつくる運動）

は実行委員も募っています。あなたもぜひ加わって

ください。
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参加しようマルシェｄｅみんしょう！ 尾
北
民
商

２０２６年

８月２４日号

ニュース

TEL 0587-54-0524

FAX 0587-54-1390

マルシェ･ド･みんしょう

日時 １１月２２日(日) 10:00～15:00

会場 江南中央公園つどいの広場

出店者

第二次募集中！

国保･住民税のお悩みは民商の相談会へ！
「国保税が高い」の声が民商に届いています。

８年前から愛知県の市町の国保税は上がり続けて

います。標準保険料率によって県の示す基準に合わ

され、各市町の一般会計からの繰入れは交付金を人

質にした国の指導によって削られ、社保の対象拡大

によって市町の国保から大量

の現役納税者が離脱しました。

それらのしわ寄せが住民に負

わされた結果、県単位化の前

と比べ所得200万～300万の家

庭が年間十数万円の増税となっ

ています。

この期間にコロナ禍と戦争による輸入物高騰も重

なり、小規模業者・生活者にとって、増税の内容も

時期も最悪です。

私達は、過去のように国保の国庫負担を増やし、

県の国保補助も復活させることを運動していく一方、

営業と生活を守るために今ある制度も使えるものは

すべて使っていくべきです。

尾北民商管内の３市２町には所得減少による国保

減免の制度があります。前年所得が400万円以下で今

年の売上が大きく減少している場合、その対象にな

る可能性があります。

このままではやっていけないと感じている人は、

一度民商の相談会においでください。連絡をお待ち

しています。

次回 ８月２４日（火）午前１０～１２時

尾北民商事務所にて行ないます

小牧税務署への請願署名をお願いします！
尾北民商は今年９月１５日（火）に、４１回目の

小牧税務署請願行動を行います。

支部の代表に署名した請願書を託してください。

請願書の紛失や、署名希望者が複数いる場合は、お

届けしますので民商にご連絡ください。

９月１１日（金）夕方をめどにお願いします。


